
【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

ファンド設定⽇︓2019年10⽉07⽇ ⽇経新聞掲載名︓グロバＡＩ分

基準価額・純資産総額の推移（円・億円） 基準価額・純資産総額

基準価額は10,000⼝当たりの⾦額です。

騰落率（税引前分配⾦再投資）（％）

最近の分配実績（税引前）（円） 資産構成⽐率（％） 基準価額の変動要因（円）

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

基準価額（円） 8,811 -323 
純資産総額（百万円） 151,365 -6,322 

 
マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド（予想分配⾦提⽰型）

当⽉末
前⽉⽐

３カ⽉ 2025/01/31 -21.0 
６カ⽉ 2024/10/31 -13.7 

■

基準⽇ ファンド
１カ⽉ 2025/03/31 -3.5 

設定来 2019/10/07 155.0 
 ■
 

 ■
 

■

ファンドの騰落率は税引前分配⾦を再投資した場合の数
 値です。

ファンド購⼊時には購⼊時⼿数料、換⾦時には税⾦等の
 費⽤がかかる場合があります。

騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。

■
■

グラフは過去の実績を示したものであり将来の成果をお約束するものではありません。
基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬は後述の「ファンドの費⽤」をご覧ください。

１年 2024/04/30 -10.7 
３年 2022/04/28 26.1 

インカム キャピタル
第62期 2024/12/25 200 組⼊マザーファンド 89.6 -4.6 株式等 +98 

期 決算⽇ 分配⾦ 当⽉末 前⽉⽐ 計
+7 +91 

※ 分配⾦は10,000⼝当たりの⾦額です。過去
の実績を示したものであり、将来の分配をお約
束するものではありません。

※ 基準価額の⽉間変動額を主な要因に分解したもので概算
値です。

0 
第64期 2025/02/25 200 合計 100.0 0.0 為替 -407 
第63期 2025/01/27 300 現⾦等 10.4 +4.6 先物等 0 0 

－ －

※
※

この資料の各グラフ・表に記載されている数値は、表示桁未満がある場合は四捨五⼊して表示しています。
この資料に記載されている構成⽐を示す⽐率は、注記がある場合を除き全てファンドの純資産総額を100％として計算した値です。

設定来累計 13,850 合計 -323 +7 +91 

－
第66期 2025/04/25 0 その他 -14 － －
第65期 2025/03/25 0 ※ 組⼊マザーファンドの正式名称は「グロー

バルＡＩエクイティ・マザーファンド」です。
分配⾦ 0 －
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 18枚組の1枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

ファンド設定⽇︓2019年10⽉07⽇ ⽇経新聞掲載名︓グロＡＩ有分

基準価額・純資産総額の推移（円・億円） 基準価額・純資産総額

基準価額は10,000⼝当たりの⾦額です。

騰落率（税引前分配⾦再投資）（％）

最近の分配実績（税引前）（円） 資産構成⽐率（％） 基準価額の変動要因（円）

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

基準価額（円） 8,506 +27 
純資産総額（百万円） 20,322 -171 

 
マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

当⽉末
前⽉⽐

３カ⽉ 2025/01/31 -15.5 
６カ⽉ 2024/10/31 -9.1 

■

基準⽇ ファンド
１カ⽉ 2025/03/31 0.3 

設定来 2019/10/07 70.4 
 ■
 

 ■
 

■

ファンドの騰落率は税引前分配⾦を再投資した場合の数
 値です。

ファンド購⼊時には購⼊時⼿数料、換⾦時には税⾦等の
 費⽤がかかる場合があります。

騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。

■
■

グラフは過去の実績を示したものであり将来の成果をお約束するものではありません。
基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬は後述の「ファンドの費⽤」をご覧ください。

１年 2024/04/30 -6.1 
３年 2022/04/28 -0.4 

インカム キャピタル
第62期 2024/12/25 50 組⼊マザーファンド 87.7 -7.6 株式等 +94 

期 決算⽇ 分配⾦ 当⽉末 前⽉⽐ 計
+7 +87 

0 
第64期 2025/02/25 50 合計 100.0 0.0 為替 -54 － －
第63期 2025/01/27 50 現⾦等 12.3 +7.6 先物等 0 0 

 

+7 +87 
※ 分配⾦は10,000⼝当たりの⾦額です。過去

の実績を示したものであり、将来の分配をお約
束するものではありません。

※ 基準価額の⽉間変動額を主な要因に分解したもので概算
値です。

その他 -13 － －
設定来累計 9,700 ※

※

組⼊マザーファンドの正式名称は「グロー
バルＡＩエクイティ・マザーファンド」です。
為替ヘッジ⽐率は為替予約の邦貨換算
を外貨建資産の邦貨換算額で除して算
出しています。

合計 +27 
第66期 2025/04/25 0 為替ヘッジ⽐率 96.7 -4.0 
第65期 2025/03/25 0 分配⾦ 0 － －
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 18枚組の2枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

当⽉騰落率︓1.0% 当⽉末︓142.6　　前⽉末︓149.5　　騰落率︓-4.6%

当⽉末︓4.12%　　前⽉末︓4.09%　　変化幅︓0.03%

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

市場動向
MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（アメリカドル建て） 円/アメリカドル（円）

アメリカドル ヘッジコスト（％）

※
※
※

DataStream等のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成。
為替レートは一般社団法人　投資信託協会が発表する仲値（TTM）です。
ヘッジコストは該当通貨の対円のスポットレートと1ヵ⽉物フォワードレートを⽤いて算出し年率換算した値です。
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 18枚組の3枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

規模別構成⽐率（％） 組⼊上位5カ国・地域（％）

組⼊上位5通貨（％）

組⼊上位10業種（％）

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

※ このページは「グローバルＡＩエクイティ・マザーファンド」の情報を記載しています。

当⽉末 前⽉⽐ 当⽉末 前⽉⽐
大型株式 84.3 +2.9 1 アメリカ 81.9 +3.9 
中型株式 6.1 +0.6 2 中国 6.8 -1.2 

イギリス 0.9 -0.3 

+0.1 
その他 1.2 +0.0 4 カナダ 2.0 +0.5 
小型株式 4.6 +0.1 3 台湾 3.2 

※

※

MSCI AC World　のLarge Cap、Mid Cap、
Small Cap　インデックスに基づく分類です。
その他はいずれのインデックスにも含まれない銘柄で
す。

当⽉末 前⽉⽐
1 アメリカドル 92.7 +4.1 

5

 
 

2 香港ドル 3.6 -0.4 
 

2 一般消費財・サービス 12.1 +0.1 
3 ⾦融 11.6 +0.1 

当⽉末 前⽉⽐
1 情報技術 49.1 +2.6 

6 資本財・サービス 2.8 -0.3 
7 公益事業 2.7 +0.0 

4 ヘルスケア 9.8 -0.5 
5 コミュニケーション・サービス 8.2 +1.6 

※ このページに記載されている構成⽐を示す⽐率は、注記がある場合を除き全て組⼊マザーファンドの純資産総額を100％として計算した値です。

 
※ 業種はGICS（世界産業分類基準）による分類です。
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 18枚組の4枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

組⼊上位10銘柄（％） （組⼊銘柄数　54）
銘柄

国・地域/業種

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

※ このページは「グローバルＡＩエクイティ・マザーファンド」について、ヴォヤ・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシーから提供を受けたデータおよ
び情報を基に記載しています。

⽐率 コメント

1
エヌビディア

7.2
GPU（画像処理装置）世界最大⼿で設計・開発・販売を⼿掛ける。⽶国初のAIスー
パーコンピューターの工場の設計および建設を進めていることを発表。エヌビディアBlackwell
システム上にGoogleのGeminiモデル導⼊が発表された。

アメリカ
情報技術

2
ブロードコム

6.4
ネットワーク⽤半導体製品を提供する大⼿企業。先進的なAIを活⽤して、環境寄生型攻
撃や各種サイバー脅威を特定し、阻止する業界初のセキュリティ機能を発表。また、取締
役会において最大100億⽶ドル規模の自社株買いプログラムが承認された。

アメリカ
情報技術

3
イーライリリー

4.5
世界各地で事業を展開する医薬品メーカー。減量薬や糖尿病の治療薬としての効果が期
待される経⼝GLP-1受容体作動薬「オルフォグリプロン」の第3相臨床試験において、安全
性と有効性を含む主要項目で良好な試験結果を得られたと発表。

アメリカ
ヘルスケア

4
メタ・プラットフォームズ

4.4
世界中で20億人以上の⽉間アクティブユーザーを有する最大のソーシャルネットワーキング
ウェブサイトを運営。売上高とEPSが市場予想を上回る堅調な四半期決算を発表。また、
SNS投稿⽤のビデオ編集スマートフォンアプリ「Edits」を発表。

アメリカ
コミュニケーション・サービス

5
セールスフォース

3.9
顧客との取引履歴等、営業活動のためのクラウドベースのクライアント･リレーションシップ･マ
ネジメント･ソフトウェア（CRM）を提供。2025年度の年間経常収益が9億⽶ドルに達し
たことを発表。三菱UFJ銀⾏が同社システムをCRMとして採⽤。

アメリカ
情報技術

6
マイクロソフト

3.4
世界最大⼿のソフトウェア開発・販売会社。堅調なクラウドとAI事業に牽引され、売上高と
EPSが市場予想を上回る四半期決算を発表。同社AIモデル「Copilot」にPCやスマート
フォンの画面・カメラ映像を読み取る機能などの複数の新機能を発表。

アメリカ
情報技術

7
テスラ

3.4
AI技術を活⽤した自動運転機能を持つ電気自動⾞の開発・販売を⾏う。イーロン・マスク
CEOが再び経営への専念が可能になるとの⾒⽅が広がった他、「Robotaxi」の導⼊時期
や低価格帯のモデルYの生産に関する経営陣のコメントが好感された。

アメリカ
一般消費財・サービス

8
TSMC

3.2
半導体の設計を自前で⾏わず、受託製造に特化する「ファウンドリ」と呼ばれる業態のパイ
オニアであり、世界トップシェアを誇る。3⽉の収益が前年同⽉⽐で46.5％増加したことを
発表したほか、AI向けの最先端ロジックプロセス技術「A14」を発表。

台湾
情報技術

9
アトラシアン

3.1
主にソフトウェア開発者やプログラマーを対象とした法人向けソフトウェアをクラウドで提供して
いる。AIを搭載した新しいカスタマーサービス管理アプリを発表。また、生成AIツール
「Rovo」を機能強化し、同社の既存ユーザーへの無料提供を発表。

アメリカ
情報技術

※
※

このページに記載されている構成⽐を示す⽐率は、注記がある場合を除き全て組⼊マザーファンドの純資産総額を100％として計算した値です。
組⼊銘柄の紹介を目的としており、記載銘柄の推奨を⾏うものではありません。また、記載内容は作成時点のものであり、将来予告無く変更されることがあります。

10
アップル

3.0
iPhone、iPad、Macシリーズ、その他ウェアラブル製品など家庭向けデジタル製品の他に、
関連ソフトウェアや周辺機器の開発、製造、販売を⼿掛ける。「Apple Vision Pro」に
「Apple Intelligence」機能が搭載。

アメリカ
情報技術

 18枚組の5枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

※ このページは「グローバルＡＩエクイティ・マザーファンド」について、ヴォヤ・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシーから提供を受けたデータおよ
び情報を基に記載しています。

ファンドマネージャーコメント
＜市場動向＞
4⽉の世界株式はボラタイル（変動の激しい）な動きとなりました。トランプ⽶⼤統領が4⽉2⽇に相互関税を発
表したことで、株式市場は⽉初にリスクオフ（リスク回避）の流れが⼀気に広がり下落しました。その後、関税
に関する緊張感が緩み始め、市場予想を上回る企業業績が株価回復を⽀えました。
関税導⼊前の駆け込み輸⼊の急増により、⽶国の2025年1－3⽉期GDP（国内総⽣産）は前期⽐年率－0.3％と
なりました。CPI（消費者物価指数）は2⽉の前年同⽉⽐＋2.8％から同＋2.4％へ低下しました。エネルギーと
⾷品を除くコアCPIも上昇率が低下しました。アジアでは、⽇銀と中国⼈⺠銀⾏（中央銀⾏）はそれぞれ政策⾦
利を据え置きました。⼀⽅、欧州中央銀⾏は、事前予想通り関税をめぐる緊張感の⾼まりから経済成⻑⾒通しが
悪化しているとして、政策⾦利を0.25％引き下げ2.25％としました。
関税をめぐる緊張感から世界のエネルギーに対する需要⾒通しが軟化し、4⽉の原油価格は下落しました。関税
政策の発表を受けて、ブレント原油（北海で産出される原油で欧州の原油価格の指標）価格は下落しました。ま
た、OPECプラス（OPECとロシアなど非加盟国）が5⽉に産出量を増やすことを発表したことも供給過剰の懸念
を拡⼤させ、原油価格の重⽯となりました。⼀⽅、相対的に安全資産とされる⾦価格は引き続き上昇しました。
世界株式（MSCI ACWI）のセクター別では、ボラタイルな市場環境であったためディフェンシブ（景気変動の
影響を受けにくい）な銘柄が選好され、⽣活必需品や公益事業が最も堅調に推移しました。⼀⽅、エネルギーや
ヘルスケアはマイナス・リターンとなりました。

＜運用経過＞
4⽉のマザーファンドの基準価額は下落しました。
4⽉は、⾜元の株価下落によって魅⼒的なリスク・リターン⽔準になっていたトレードデスクの組み⼊れを再開
した他、医療保障に対する政府⽀出が増加するという⾒込みからユナイテッドヘルス・グループの組み⼊れも再
開しました。また、AIを活用した医療機器開発を⾏うボストン・サイエンティフィックを新規購⼊しました。⼀
⽅、中国を含めた主要市場での業績が軟調であることから、サーモ・フィッシャー・サイエンティフィックを全
売却しました。

（寄与度上位銘柄）
幅広い先進的な半導体、法⼈向けソフトウェア、セキュリティー・ソリューションを設計・開発・提供するブ
ロードコムが4⽉の寄与度上位銘柄となりました。半導体が相互関税の対象から⼀旦除外されたことや、AI関連

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

 18枚組の6枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

※ このページは「グローバルＡＩエクイティ・マザーファンド」について、ヴォヤ・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシーから提供を受けたデータおよ
び情報を基に記載しています。

ファンドマネージャーコメント
企業がデータセンターの投資環境についてポジティブなコメントをしたことなどから、同社株価は売られ過ぎの
状況から回復しました。今後、同社はAI関連のクラウド・コンピューティングおよびネットワーキング・プログ
ラム、ソフトウェア・インフラ、ワイヤレス半導体事業の回復によって収益と利益が⼤きく成⻑すると期待して
います。
コネクタ、インターコネクトシステム、⾼速ケーブルの⼤⼿メーカーであるアンフェノールも4⽉の寄与度上位
銘柄となりました。同社は市場予想を上回る第1四半期決算を発表し、業績⾒通しを引き上げたことで株価が上
昇しました。同社は、AIデータセンターへの投資トレンドの継続により前年⽐130％の成⻑が⾒られたITデータ
コムセグメントを含め、幅広い事業分野において事業が堅調となっています。今後数年間、AIデータセンターお
よび通信接続に関連する分野で同社が加速的に成⻑すると予想しています。また、⾼品質な次世代コネクタコン
テンツおよびケーブルといった、ハイパースケール・インフラに対する投資の堅調さを考慮すると、同社は引き
続き良好な⽴ち位置にあると考えています。

（寄与度下位銘柄）
中国のeコマース（電⼦商取引）企業であるJDドットコムが4⽉の寄与度下位銘柄となりました。同社は主に
BtoCプラットフォームを運営しており、製品を直接顧客に販売し、倉庫を含む広⼤な物流ネットワークを管理
しています。同社の新規の⾷品配達事業での競争激化を受けて、株価は下落しました。⻑期的に同社は、さらな
る景気刺激策によって促されることが期待される中国の景気回復の恩恵を受ける良好な位置にいると考えていま
す。また、積極的な自社株買い、事業トレンドの改善、割安なバリュエーション（投資価値評価）などから、同
社は魅⼒的なリスク・リターン特性を有しているとみています。
中国のインターネットおよびeコマース企業のアリババ・グループ・ホールディングも4⽉の寄与度下位銘柄とな
りました。⽶中間の貿易摩擦が過熱したことで同社株価は下落しましたが、その後⽉末にかけて状況が緩和され
る中で株価は回復しました。今後、同社はマクロ経済環境の改善による流通取引総額の回復、地⽅都市等におけ
る事業拡⼤、既存プラットフォームのさらなる収益化による成⻑が期待できると考えています。

＜市場⾒通し及び今後の運用⽅針＞
⻑期的には株式市場に対するポジティブな⾒通しを維持しますが、短期的に市場のボラティリティ（変動性）が
⾼まる局⾯もあると考えています。また、複雑な政策がインフレや経済成⻑の鈍化に対するリスクとなる可能性
があるとみています。⾜もと、関税をめぐる緊張感は和らいでいるようですが、関税協定が合意されるまでは不

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

 18枚組の7枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

※ このページは「グローバルＡＩエクイティ・マザーファンド」について、ヴォヤ・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシーから提供を受けたデータおよ
び情報を基に記載しています。

ファンドマネージャーコメント
透明な環境が継続すると思われます。協定が発表されれば、他の国が従うべき指標となるでしょう。
先⾏き不透明感の多くは、特にAIイノベーション関連の銘柄の株価に織り込まれていると思われます。バリュ
エーションが圧縮された⼀⽅で、短期の業績期待も低下しました。⻑引く不透明感が解消され、企業が⻑期的な
業績成⻑への道のりに戻ることができれば、株式市場は安定し、回復していくと思われます。
トランプ政権は⽶国がAIイノベーションにおけるリーダーシップを維持し、製造業を⽶国に戻すことに注⼒して
いると引き続き考えています。AI経済圏とテクノロジー・サプライチェーン（供給網）を⽶国に移転させるため
に、エヌビディアやアップルの5,000億⽶ドルの投資計画など、いくつかの発表がありました。さらなる発表
は、AIイノベーションの経済圏にとってよりポジティブなものになると思われます。
私たちは銘柄選択において引き続き楽観的なアプローチを維持し、より複雑な環境を乗り越えられる競争⼒のあ
る銘柄の発掘に努めていきます。さらなるボラティリティの上昇が予想される中、ポートフォリオを⾒直し、新
たな銘柄や確信度の⾼い銘柄を追加して、パフォーマンスの向上に努めていく⽅針です。
イノベーションの観点から⾒ると、⼒強いインフラの構築期「第⼀段階」を経て、それを基盤としたAI開発が加
速しています。また、⽣成AIの新しいユースケースやアプリケーションが今後数年間より⼤きな価値をもたらす
「第⼆段階」に⼊りつつあると考えています。また、「第三段階」ではAIによって強化された⾼度な機能を有す
る製品・サービスが、産業全体の⽣産性、コストカット、収益機会をさらに引き上げるでしょう。

AIインフラストラクチャー︓世界中でより強⼒なAIデータセンターが構築され、今後数年間はAIインフラへの⽀
出は堅調に推移すると考えています。エヌビディアの次世代GPU「Blackwell」は前世代と⽐較して性能が最⼤
30倍向上しており、より多くのハイパースケーラー（⼤規模なデータセンターを運営する主要クラウド企業）
が独自ニーズに合わせたカスタムAI半導体を設計しています。これにより、より⾼い出⼒、冷却、ネットワーク
要件等を処理できる新しいデータセンターの需要が⾼まっています。経済圏全体の多くの企業がより優れた基盤
AIモデルを構築することや、その他AIモデルの改良を急いでおり、⽣成AIトレーニングの需要は総じて引き続き
堅調です。

AI開発企業︓⽣成AIアプリケーションは、AIエージェントの登場によって次の段階に進化しています。単⼀の質
問に答えるように設計されたAIコパイロットとは異なり、AIエージェントは、自律的に動作し、複雑なタスクの
実⾏を可能にする意思決定⼒を備えています。AIエージェントは、反復的なタスクを処理するために簡単にカス
タマイズすることができ、様々な状況に適応するために⼈間のような意思決定⼒を有しています。これにより、

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

 18枚組の8枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

※ このページは「グローバルＡＩエクイティ・マザーファンド」について、ヴォヤ・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシーから提供を受けたデータおよ
び情報を基に記載しています。

ファンドマネージャーコメント
新しい段階の自動化を可能とし、コストを劇的に削減し、⽣産性を向上させることができるでしょう。私たち
は、今後数年間で新たな⽣成AIを導⼊したアプリケーションが急増し、投資機会が拡⼤すると考えています。

AI活用企業︓AIは、あらゆる産業で真の変⾰を推進する新たな可能性を開き続けています。多くのAI活用企業
は、より⾼い競争⼒を実現するため、独自の情報を用いて固有の産業特化型AIをトレーニングする等、⽣成AI投
資を増やしています。例えばヘルスケアでは、AIの応用により、創薬にかかる時間の⼤幅短縮、臨床試験の迅速
化等が期待されています。また、⾦融サービスでは、⼤量のデータを活用することで、業務効率の向上、不正検
知の改善、パーソナライズされた顧客サービスを実現するAIソリューションの構築が可能となります。自動⾞、
消費、エネルギー、鉱業等にも同様の機会があると考えています。⾰新的な企業がAIを導⼊して効率性向上、コ
スト削減、新製品の投⼊、市場シェア獲得、収益⼒改善を進める初期段階だと考えています。

私たちはAI時代の初期段階にいます。AI分野は急速に進化しており、⼤規模な投資と技術⾰新が続いているた
め、今後10年以内に汎用AIが実現する可能性があります。AIは、⾦融、ヘルスケア、⼈型ロボットに⾄るま
で、さまざまな分野に統合されつつ、今後数年でさらに⼤きな変⾰が起こるでしょう。
AIがもたらすディスラプション（創造的破壊）からの複合的効果は、あらゆるセクターの⾰新的企業に成⻑機会
をもたらすでしょう。急速な変化とディスラプションが⾒られる中、今⽇のAI勝者が変わる可能性があるため、
徹底した銘柄選択が重要だと考えています。現在のようなディスラプションと変化により特徴づけられる投資環
境において、こうした投資機会を捉えるためには銘柄選択が非常に重要な鍵となると考えています。

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

 18枚組の9枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

ファンドの特色

※ 各ファンドの略称として、それぞれ以下のようにいうことがあります。
グローバルAIファンド（予想分配⾦提示型）                 ︓（為替ヘッジなし予想分配⾦提示型）
グローバルAIファンド（為替ヘッジあり予想分配⾦提示型）︓（為替ヘッジあり予想分配⾦提示型）

1. グローバルAIエクイティ・マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）への投資を通じて、世界の上場株式＊の中から、AI（人工知
能）の進化、応⽤により高い成⻑が期待される企業の株式に投資を⾏います。
●AIテクノロジーの開発のほか、AIの開発に必要なコンピューティング技術、AIを活⽤したサービス、ソフトウェア・アプリケーションの提供を⾏う
   企業や、AIを活⽤したサービスを駆使して自社ビジネスを成⻑させる企業等に投資を⾏います。
●AI（人工知能）とは、Artificial Intelligenceの略です。人間のように自ら学び発達していくコンピューター・プログラムをさします。
＊上場株式には、不動産投資信託（REIT）も含みます。

2. AIに関連する企業の投資戦略に強みをもつ、ヴォヤ・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシーが実質的な運⽤を⾏います。
●マザーファンドの運⽤にあたっては、ヴォヤ・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシーに運⽤の指図に関する権限の一部を委託
   します。

3. 対円での為替ヘッジの有無により、（為替ヘッジなし予想分配⾦提示型）と（為替ヘッジあり予想分配⾦提示型）の2つのファンドからご選
択いただけます。
●（為替ヘッジなし予想分配⾦提示型）
　 実質組⼊外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを⾏いません。
●（為替ヘッジあり予想分配⾦提示型）
　 実質組⼊外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを活⽤し、為替変動リスクの低減を図ります。ただし、完全に為替変動
　 リスクを回避することはできません。
　※一部の通貨については、他の通貨を⽤いた為替ヘッジを⾏う場合があります。直物為替先渡取引（NDF）を利⽤することもあります。

※販売会社によってはいずれか一⽅のみの取扱いとなる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

4. 毎⽉の決算時に分配⽅針に基づき分配を⾏います。
●原則として、毎⽉25⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）に決算を⾏い、分配⽅針に基づき分配を⾏います。
●各計算期末の前営業⽇の基準価額（⽀払済み分配⾦（1万⼝当たり、税引前）累計額は加算しません。）に応じて、原則として、
   以下の⾦額の分配を目指します。
　　　　
        各計算期末の前営業日の基準価額　　　　　　　分配⾦額（1万⼝当たり、税引前）
　　　　11,000円未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基準価額の水準等を勘案して決定
　　　　11,000円以上12,000円未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200円
　　　　12,000円以上13,000円未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300円
        13,000円以上14,000円未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400円
        14,000円以上                                                          500円

※分配対象額が少額な場合、各計算期末の前営業⽇から当該計算期末までに基準価額が急激に変動した場合等には、上記の分配を
   ⾏わないことがあります。
＜ご留意いただきたい事項＞
●基準価額に応じて、毎⽉の分配⾦額は変動します。
●基準価額があらかじめ決められた水準に一度でも到達すれば、その水準に応じた分配を継続するというものではありません。

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

 18枚組の10枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

ファンドの特色
●分配を⾏うことにより基準価額は下落します。このため、基準価額に影響を与え、次期決算以降の分配⾦額は変動する場合があります。
●あらかじめ一定の分配⾦額を保証するものではありません。

※ 資⾦動向、市況動向等によっては、上記のような運⽤ができない場合があります。

投資リスク
基準価額の変動要因

●当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資者の投資元本は保証されているもの
　 ではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。
●運⽤の結果として信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属します。
●投資信託は預貯⾦と異なります。また、一定の投資成果を保証するものではありません。
●当ファンドの主要なリスクは以下の通りです。

■ 株式市場リスク
【株価の下落は、基準価額の下落要因です】
内外の経済動向や株式市場での需給動向等の影響により株式相場が下落した場合、ファンドの基準価額が下落する要因となります。また、
個々の株式の価格はその発⾏企業の事業活動や財務状況等によって変動し、株価が下落した場合はファンドの基準価額が下落する要因と
なります。

■ 信⽤リスク
【債務不履⾏の発生等は、基準価額の下落要因です】
ファンドが投資している有価証券や⾦融商品において債務不履⾏が発生あるいは懸念される場合、またはその発⾏体が経営不安や倒産等
に陥った場合には、当該有価証券や⾦融商品の価格が下がったり、投資資⾦を回収できなくなったりすることがあります。これらはファンドの基
準価額が下落する要因となります。

■ 為替変動リスク
（為替ヘッジなし予想分配⾦提示型）
【円高は基準価額の下落要因です】
外貨建資産への投資は為替変動の影響を受けます。ファンドが保有する外貨建資産の価格が現地通貨ベースで上昇する場合であっても、
当該現地通貨が対円で下落する（円高となる）場合、円ベースでの評価額が下落し、基準価額が下落することがあります。

（為替ヘッジあり予想分配⾦提示型）
【為替ヘッジにより、円高が基準価額に与える影響は限定的です】
外貨建資産への投資は為替変動の影響を受けますが、原則として対円での為替ヘッジを⾏うため、その影響は限定的と考えられます。ただ
し、完全に為替変動リスクを回避することはできません。なお、円⾦利がヘッジ対象通貨の⾦利よりも低い場合、その⾦利差相当分のヘッジコ
ストがかかることにご留意ください。また、需給要因等によっては⾦利差相当分以上にヘッジコストがかかる場合があります。

■ カントリーリスク
【投資国の政治・経済等の不安定化は、基準価額の下落要因です】
海外に投資を⾏う場合には、投資先の国の政治・経済・社会状況の不安定化、取引規制や税制の変更等によって投資した資⾦の回収が
困難になることや、その影響により投資する有価証券等の価格が大きく変動することがあり、基準価額が下落する要因となります。

■ 流動性リスク
【市場規模の縮小・取引量の低下により、不利な条件での取引を余儀なくされることは、基準価額の下落要因です】
有価証券等を大量に売買しなければならない場合、あるいは市場を取り巻く外部環境に急激な変化があり、市場規模の縮小や市場の混乱
が生じた場合等に、⼗分な数量の売買ができなかったり、通常よりも不利な価格での取引を余儀なくされることがあります。これらはファンドの基
準価額が下落する要因となります。

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

 18枚組の11枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

投資リスク
その他の留意点
● ファンドは、特定の業種・テーマに絞った銘柄選定を⾏いますので、株式市場全体の動きとファンドの基準価額の動きが大きく異なることがありま

す。また、市場環境、⾦利および経済・法制度・⾦融面の諸情勢が、特定の業種・テーマに対して著しい影響を及ぼすことがあります。当該業
種・テーマに属する銘柄は、これらの情勢等に対して同様の反応を示すことがあります。

● （為替ヘッジあり予想分配⾦提示型）為替取引を⾏う場合、直物為替先渡取引（NDF）を利⽤する場合があります。NDFの取引価格
は、需給や当該通貨に対する期待等の影響により、⾦利差から理論上期待される水準とは大きく異なる場合があります。したがって、実際の
為替市場や⾦利市場の動向から想定される動きとファンドの基準価額の動きが大きく異なることがあります。また、当該取引において、取引先リ
スク（取引の相⼿⽅の倒産等により取引が実⾏されないこと）が生じる可能性があります。

● （為替ヘッジあり予想分配⾦提示型）ファンドが活⽤する店頭デリバティブ取引（NDF）を⾏うために担保または証拠⾦として現⾦等の差
⼊れがさらに必要となる場合があります。その場合、ファンドは追加的に現⾦等を保有するため、ファンドが実質的な投資対象とする資産等の
組⼊⽐率が低下することがあります。その結果として、高位に組み⼊れた場合に⽐べて期待される投資効果が得られず、運⽤成果が劣後する
可能性があります。

● ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資⾦を⼿当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変した場合等
に、一時的に組⼊資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。
これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性、換⾦申込みの受付けが中止となる可能性、既に受け付けた換⾦申込みが取り消し
となる可能性、換⾦代⾦のお⽀払いが遅延する可能性等があります。

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

 18枚組の12枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

分配⾦に関する留意事項

■分配⾦は、預貯⾦の利息とは異なり、ファンドの純資産から⽀払われますので、分配⾦が⽀払われると、その⾦額相当分、
基準価額は下がります。

■分配⾦は、計算期間中に発⽣した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて⽀払われる場合が
あります。その場合、当期決算⽇の基準価額は前期決算⽇と⽐べて下落することになります。
また、分配⾦の⽔準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を⽰すものではありません。

分配対象額は、①経費控除後の配当等収益および②経費控除後の評価益を含む売買益ならびに③分配準備積⽴⾦および④収益調整⾦です。
分配⾦は、分配⽅針に基づき、分配対象額から⽀払われます。

※上記はイメージであり、実際の分配⾦額や基準価額を⽰唆するものではありませんのでご留意ください。

■投資者のファンドの購⼊価額によっては、分配⾦の⼀部または全部が、実質的には元本の⼀部払戻しに相当する場合が
あります。ファンド購⼊後の運用状況により、分配⾦額より基準価額の値上がりが⼩さかった場合も同様です。

普通分配⾦︓個別元本（投資者のファンド購⼊価額）を上回る部分からの分配⾦です。
元本払戻⾦（特別分配⾦）︓個別元本を下回る部分からの分配⾦です。分配後の投資者の個別元本は、元本払戻⾦（特別分配⾦）の額だけ減少します。

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

(注)

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

 18枚組の13枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

お申込みメモ
購⼊単位

お申込みの販売会社にお問い合わせください。
購⼊価額

購⼊申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額
購⼊代⾦

販売会社の定める期⽇までにお⽀払いください。
換⾦単位

お申込みの販売会社にお問い合わせください。
換⾦価額

換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額
換⾦代⾦

原則として、換⾦申込受付⽇から起算して5営業⽇目からお⽀払いします。
信託期間

2026年9⽉25⽇まで（2019年10⽉7⽇設定）
決算⽇

毎⽉25⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）
収益分配

決算⽇に、分配⽅針に基づき分配を⾏います。委託会社の判断により分配を⾏わない場合もあります。
分配⾦受取りコース︓原則として、分配⾦は税⾦を差し引いた後、決算⽇から起算して5営業⽇目までにお⽀払いいたします。
分配⾦自動再投資コース︓原則として、分配⾦は税⾦を差し引いた後、無⼿数料で再投資いたします。
※販売会社によってはいずれか一⽅のみの取扱いとなる場合があります。

課税関係
●課税上は株式投資信託として取り扱われます。
●公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合に限りNISA（少額投資非課税制度）の適⽤対象となります。
●当ファンドは、NISAの対象ではありません。
●配当控除および益⾦不算⼊制度の適⽤はありません。

お申込不可⽇
以下のいずれかに当たる場合には、購⼊・換⾦のお申込みを受け付けません。
●ニューヨークの取引所の休業⽇
●ニューヨークの銀⾏の休業⽇

スイッチング
販売会社によっては、以下のファンドの間でスイッチングを取り扱う場合があります。
●グローバルAIファンド
●グローバルAIファンド（為替ヘッジあり）
●グローバルAIファンド（予想分配⾦提示型）
●グローバルAIファンド（為替ヘッジあり予想分配⾦提示型）
※グローバルAIファンドおよびグローバルAIファンド（為替ヘッジあり）については、当該ファンドの投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧くだ
　 さい。また、販売会社によっては一部のファンドのみの取扱いとなる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

 18枚組の14枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

ファンドの費⽤
投資者が直接的に負担する費⽤
〇 購⼊時⼿数料

購⼊価額に3.30％（税抜き3.00％）を上限として、販売会社毎に定める⼿数料率を乗じた額です。詳しくは販売会社にお問い合わ
せください。

〇 信託財産留保額
ありません。

投資者が信託財産で間接的に負担する費⽤
〇 運⽤管理費⽤（信託報酬）

ファンドの純資産総額に年1.925％（税抜き1.75％）の率を乗じた額です。
〇 その他の費⽤・⼿数料

以下のその他の費⽤・⼿数料について信託財産からご負担いただきます。
●監査法人等に⽀払われるファンドの監査費⽤
●有価証券の売買時に発生する売買委託⼿数料
●資産を外国で保管する場合の費⽤　　　等
※上記の費⽤等については、運⽤状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことができません。

※ 上記の⼿数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

税⾦
分配時

所得税及び地⽅税　配当所得として課税　普通分配⾦に対して20.315％
換⾦（解約）及び償還時

所得税及び地⽅税　譲渡所得として課税　換⾦（解約）時及び償還時の差益（譲渡益）に対して20.315％

※ 個人投資者の源泉徴収時の税率であり、課税⽅法等により異なる場合があります。法人の場合は上記とは異なります。
※ 外国税額控除の適⽤となった場合には、分配時の税⾦が上記と異なる場合があります。
※ 税法が改正された場合等には、税率等が変更される場合があります。税⾦の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることを

お勧めします。

委託会社・その他の関係法人等
委託会社 ファンドの運⽤の指図等を⾏います。

　三井住友DSアセットマネジメント株式会社　　　⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第399号
　加⼊協会　　 ︓　一般社団法人投資信託協会、一般社団法人⽇本投資顧問業協会、
　　　　　　　　　　　　一般社団法人第⼆種⾦融商品取引業協会
　ホームページ　︓　https://www.smd-am.co.jp
　コールセンター ︓　0120－88－2976　［受付時間］午前9時〜午後5時（⼟、⽇、祝・休⽇を除く）

受託会社 ファンドの財産の保管および管理等を⾏います。
　株式会社りそな銀⾏

販売会社 ファンドの募集の取扱い及び解約お申込の受付等を⾏います。
投資顧問会社 マザーファンドの運⽤指図に関する権限の一部の委託を受け、投資信託財産の運⽤を⾏います。

　ヴォヤ・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシー

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

 18枚組の15枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

販売会社

備考欄について

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

一
般
社
団
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人
 

投
資
信
託
協
会

備考

アイザワ証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第3283号 ○ ○ ○

販売会社名 登録番号

⽇
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⾦
融
先
物
取
引
業
協
会

あかつき証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第67号 ○ ○ ○

岩井コスモ証券株式会社 ⾦融商品取引業者 近畿財務局⻑（⾦商）第15号 ○ ○ ○

今村証券株式会社 ⾦融商品取引業者 北陸財務局⻑（⾦商）第3号 ○ ○

ＳＭＢＣ⽇興証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第44号 ○ ○ ○

○ ※1
香川証券株式会社 ⾦融商品取引業者 四国財務局⻑（⾦商）第3号 ○

岡三証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第53号 ○ ○ ○

静銀ティーエム証券株式会社 ⾦融商品取引業者 東海財務局⻑（⾦商）第10号 ○

スターツ証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第99号 ○ ○

大和証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第108号 ○ ○ ○ ○

大熊本証券株式会社 ⾦融商品取引業者 九州財務局⻑（⾦商）第1号 ○

中銀証券株式会社 ⾦融商品取引業者 中国財務局⻑（⾦商）第6号 ○

東海東京証券株式会社 ⾦融商品取引業者 東海財務局⻑（⾦商）第140号 ○ ○ ○ ○

とちぎんＴＴ証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第32号 ○

東洋証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第121号 ○ ○

※2
内藤証券株式会社 ⾦融商品取引業者 近畿財務局⻑（⾦商）第24号 ○ ○

南都まほろば証券株式会社 ⾦融商品取引業者 近畿財務局⻑（⾦商）第25号 ○ ※2

八⼗⼆証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第21号 ○ ○

⻄⽇本シティＴＴ証券株式会社 ⾦融商品取引業者 福岡財務⽀局⻑（⾦商）第75号 ○

ＰＷＭ⽇本証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第50号 ○ ○

百五証券株式会社 ⾦融商品取引業者 東海財務局⻑（⾦商）第134号 ○

松井証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第164号 ○ ○

ひろぎん証券株式会社 ⾦融商品取引業者 中国財務局⻑（⾦商）第20号 ○

マネックス証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第165号 ○ ○ ○ ○

三菱ＵＦＪ　ｅスマート証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第61号 ○ ○ ○ ○

むさし証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第105号 ○ ○

水⼾証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第181号 ○ ○

楽天証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第195号 ○ ○ ○ ○

ワイエム証券株式会社 ⾦融商品取引業者 中国財務局⻑（⾦商）第8号 ○

株式会社あいち銀⾏ 登録⾦融機関 東海財務局⻑（登⾦）第12号 ○

※4

※1︓ネット専⽤※2︓「グローバルＡＩファンド（予想分配⾦提示型）」のみのお取扱いとなります。※3︓新規の募集はお取り扱いしておりません。※4︓委託
⾦融商品取引業者　マネックス証券株式会社

※3
株式会社イオン銀⾏（仲介） 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第633号 ○

 18枚組の16枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

販売会社

備考欄について

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

一
般
社
団
法
人
 

投
資
信
託
協
会

備考

株式会社ＳＢＩ新生銀⾏（ＳＢＩ証券仲介） 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○

販売会社名 登録番号

⽇
本
証
券
業
協
会

一
般
社
団
法
人
第
⼆
種
 

⾦
融
商
品
取
引
業
協
会

一
般
社
団
法
人
 

⽇
本
投
資
顧
問
業
協
会

一
般
社
団
法
人
 

⾦
融
先
物
取
引
業
協
会

※1 ※5
株式会社ＳＢＩ新生銀⾏（マネックス証券仲介） 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○ ※1 ※4

○

株式会社三⼗三銀⾏ 登録⾦融機関 東海財務局⻑（登⾦）第16号 ○

株式会社北九州銀⾏ 登録⾦融機関 福岡財務⽀局⻑（登⾦）第117号 ○

※2
株式会社⼗六銀⾏ 登録⾦融機関 東海財務局⻑（登⾦）第7号 ○ ○ ※2
株式会社中国銀⾏ 登録⾦融機関 中国財務局⻑（登⾦）第2号 ○ ○

株式会社東京スター銀⾏ 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第579号 ○ ○

株式会社筑波銀⾏ 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第44号 ○

株式会社富⼭銀⾏ 登録⾦融機関 北陸財務局⻑（登⾦）第1号 ○

株式会社南都銀⾏ 登録⾦融機関 近畿財務局⻑（登⾦）第15号 ○

○ ※6
株式会社百五銀⾏ 登録⾦融機関 東海財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○

株式会社八⼗⼆銀⾏（仲介） 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第49号 ○

ＰａｙＰａｙ銀⾏株式会社 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第624号 ○ ○

株式会社三井住友銀⾏ 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第54号 ○ ○ ○

○

株式会社⼭形銀⾏ 登録⾦融機関 東北財務局⻑（登⾦）第12号 ○

株式会社もみじ銀⾏ 登録⾦融機関 中国財務局⻑（登⾦）第12号 ○

※1︓ネット専⽤※2︓「グローバルＡＩファンド（予想分配⾦提示型）」のみのお取扱いとなります。※4︓委託⾦融商品取引業者　マネックス証券株式会社
※5︓委託⾦融商品取引業者　株式会社ＳＢＩ証券※6︓委託⾦融商品取引業者　八⼗⼆証券株式会社

※2
株式会社⼭⼝銀⾏ 登録⾦融機関 中国財務局⻑（登⾦）第6号 ○ ○

 18枚組の17枚目です。



【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／株式 作成基準⽇︓2025年04⽉30⽇

 当資料のご利⽤にあたっての注意事項
● 当資料は、三井住友DSアセットマネジメントが作成した販売⽤資料であり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。
● 当資料の内容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、将来に関し述べられた運⽤⽅針・市場⾒通し

も変更されることがあります。当資料は三井住友DSアセットマネジメントが信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正
確性・完全性を保証するものではありません。

● 当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発⾏者および許諾者に帰属します。
● 投資信託は、値動きのある証券（外国証券には為替変動リスクもあります。）に投資しますので、リスクを含む商品であり、運⽤実績は市場

環境等により変動します。したがって元本や利回りが保証されているものではありません。
● 投資信託は、預貯⾦や保険契約と異なり、預⾦保険・貯⾦保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また登録⾦融機関

でご購⼊の場合、投資者保護基⾦の⽀払対象とはなりません。
● 当ファンドの取得のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論⾒書）および契約締結前交付書面

等の内容をご確認の上、ご自⾝でご判断ください。投資信託説明書（交付目論⾒書）、契約締結前交付書面等は販売会社にご請求くだ
さい。また、当資料に投資信託説明書（交付目論⾒書）と異なる内容が存在した場合は、最新の投資信託説明書（交付目論⾒書）が
優先します。

■設定・運⽤

マンスリー・レポート

グローバルＡＩファンド
（予想分配⾦提⽰型）/（為替ヘッジあり予想分配⾦提⽰型）

 18枚組の18枚目です。


